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奥書 「干時応永昔年七月一 日書之 亀若丸」。印記 な し。
裏 打ち補修 あ り。





























ま と ひ かど
ぼ しめ した りし御門の秋の御 こ」うと、む らさきの上の うせた
まひ し源氏の御なげきと、いつれ猶ふか し。
『源氏物語』か ら、 「桐壺の更衣 と死別 した帝」と 「紫 の上 と死別 した
源氏」を取 り上げている。その2っ の事跡を 「いずれの嘆 きが深いか」 と











































2.2.全 体の 形 式 ・体裁
●冒頭
『源氏物あらそひ』は次の文章から始まる。
おな じく心ひとつなるをわかちてあまのたくなはひ くか ㌧りや
あ らん。いさΣかに歌に して ことはれ る事 あり。但物がた りの
こと葉 をゑ らべ るはみつか らこと葉 ま じへ ざれ ば しつのおだ
まきいや しといふべ か らず。 は ゴか りの関のは ゴか りなが ら、
も しほ草か きあつ めぬ ることの伊勢 の うみの見るめもはっか
しくあづまやのあま りにつれづれなる夕に しるす と云。
冒頭 にもかかわ らず、 「おな じく」 とい う接続詞で始まることを考えれ
ば 、この文章の前に別の文章が存在 して、それ を受 けてい るとも仮定でき
る。 しか し、推定の域 を出ない。
●振 り仮名
冒頭文章に続 き、 「一 き りつぼのか うゐ...」と2.]で 述べた第1条 が
続 く。第2条 か らは頭書に 「一」の記述はない。判定の歌の部分は改行一
字下げで書写 されている。 ところどころにふ りがなが付 され(第1条 の
例参照)、 単に読み を補記 している場合 と(第1条 「御門」 に対す る 「か
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ど」)、訂正を意味 している場合(第1条 「しめし」に対する 「ま とひ」)と




最後に奥書があ り、書写者 として 「亀若丸」 とある。 「亀若丸」 とい う
人物は未詳である。 「亀若丸」は榊原家の和泉式部続集の末に もあった1)、
と指摘 されているが、その榊原本 『和泉式部集続集』の影印4)か らは識別
































4.1.毛 利 家旧蔵 本
『源氏物あ らそひ』は長州落毛利家の旧蔵書であった。 毛利 氏は、その
祖を鎌倉時代まで湖 ることのできる氏である。 明治に至って華族に列 し、
公爵 を授 けられた。その毛利家 旧蔵書が本学図書館の架蔵 となった経緯 は
不明である。購入によること、その時期は戦後であることは間違いなさそ
うだが、はっき りした購入年月 日は明 らかでない。『図書館勉強会資料』
No.48)に よれば、元本学教授渡辺世祐氏の斡旋によるといわれ る。
蔵書は歌書、歴史書などか らな り、本書 『源 氏物あ らそひ』や里村紹 巴
系統 の連歌書な ど、各家の 自筆や書 き入れ本、写本 な ど貴重な資料 を含
む。 中央図書館 を中心に約6900冊 を所蔵 してい る。本学では、毛利家 旧
蔵本 として文庫形態にまとめていない。解体 し、一般図書 に組み込んでい
る。業務用 としては、『明治大学図書館所蔵 毛利家旧蔵本仮 目鋼(1992)
がある。 また、毛利家作成 の所蔵 目録 『毛利家文庫 書籍 目録』(5冊 、コ
ピー版)が あ り、毛利家独 自の分類で組織 され てい る。例えば、『源氏物
語』本体は第2冊 の 「国語国文」 とい う項 目に記載 されている。本書 『源








『源氏物 あらそひ』は、他の毛利家旧蔵本の巻子本17軸 と共 に木箱に
.収 められている。収納箱は桐の蓋付、茶色の塗箱(36.4×27.6×16.8cm)
で、萌黄色の紐 が金具で本体部 に留めつ け られている。箱の蕎麦 に縦書
き、墨で右か ら 「歌書」「連歌書」 とある。
箱の正 面には9枚 の用紙が貼付 され ている。
① 公爵毛利家文庫 の分類 ラベル。すべての毛利家 旧蔵本に貼付 されて
いる。 「公爵毛利家文庫 」と印刷 され、 「類別」 「架数」 「函数」 「番
号」 「冊数:」の枠が設 け られている。 毛利家は、1884年(明 治37)
に華族に列 し、公爵を授 け られたので、それ以降に体系的に整理 さ
れた文庫であることがわか る。 この箱には類別 「歌書」、架数、函数
は空 白、番号 「連2」、冊数 「18軸」 と記 されている。 ここで前に記
した 『毛利家文庫書籍 目録』の記載を見てみ ると、類別 「歌書」は
「歌書 ・連歌書」の記載 と、番号 「連2」 は 「連歌書第弐番」の項に
記載がある、 とい うよ うに一致す ることがわかる。
② 赤の用紙 に 「六十二」。 『毛利家文庫書籍 目鋤 当該部分の欄外 に六
二と押印 されているので、 これ と一致す る。 意味は不明である。
③ 白い用紙に 「明治三十三年風入済」。曝書の意味であろ う。何度か貼
り変 えた形跡があるので、曝書が行われ る度毎に貼 り直 されたもの
と思われ る。
④ 白い用紙 に 「ア印 百十七番」。 これ は、『毛利家文庫書籍 目録』を
見て も関連す る記述 はない。 「公爵毛利家文庫」 としての整理は、公
爵 を授 けられ た明治37年 以降で あるのは 間違いないので、それ以
前 の分類 による指示である可能性 がある。
『源氏物あ らそひ』 は他 の巻子本17軸 と一緒に木箱 に収め られ てい る
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ことは前述の通 りで、その内容 目録は、箱 の蓋裏 に、以下の順、縦書きで
墨による記述がある。
和歌條々 一軸 兼載連歌傳書 一軸 肖相同傳抜書 一軸
出葉 口傳抄 一軸 同 一軸 万句獲句 一軸 月次御連
歌 二軸 聖護院御門跡沙無口連歌 一軸 尼子晴久連歌懐
紙 一軸 三好長屋連歌 一軸 宗碩禁句之懐紙 一軸 梅
宗牧両吟連歌 一軸 紹巴・藤孝 ・昌叱三吟連歌 一軸 紹巴
畿句之懐紙 一軸 連歌之切 一軸 玄イ乃獲句之連歌 一軸
玄仲点取連歌 一軸 源氏物あらそひ 一軸 詠譜百首
一軸
以上20軸 の目録である。 この内容 目録 の筆跡 と、新装題箋の筆跡は同
筆であるよ うだ。
収め られてい る巻子本の書写年代は、室町か ら江戸初期にまでわたる。
20軸 の目録だが、実際には上記の内、「聖護院御門跡沙無 口連歌」と 「尼
子晴久連歌懐紙 」の2軸 が存在せず、18軸 しかない。箱外側 の 「公爵毛
利家文庫」の ラベル にも 「18軸」 と記載 されてい るし、4.1で 述べた 『毛
利家文庫書籍 目録』にも 「二軸欠」と記 されている。箱裏の 目録が書かれ
た時点では、この箱 には20軸 の巻子本が収め られていた。 しか し、「公爵
毛利家文庫」として、改めて分類整理が行われ た時には2軸 が失われ、18
軸 となっていた と考え られ る。
「巻子本」とい う形態について も、保管状況か ら、別の見方が浮かんで
くる。それは 『源氏物あ らそひ』の当初の形態 は巻子本ではなかったので
は、とい うことである。
『源氏物あ らそひ』 は表紙 、題 箋 とも新装で、加 えて軸 は黒 のプラス
チ ック状の ものでできている。 この補修はその材料か ら当然書写年 当時か
らのものでな く、近年になってなされた ものである。その軸装に注 目して
み ると、同 じ木箱 に収納 された巻子本の うち、12軸 が 『源氏物あ らそひ』
と同 じ新装の黒色表紙と、黒のプラスチ ック状の軸をもつ。題箋 も新装で、
同一人物 の筆跡 によるもの と見受ける。
このことか ら、『源氏物 あらそひ』は、他の12軸 と共に、同時期に巻子








写(1413年)② 他の巻子本と共に木箱に保管(内 容 目録書かれる・20軸)、
③補修、④公爵毛利家文庫 として記録(1889年 以降 ・18軸)、⑤明治大学
架蔵(1945年 以降 ・18軸)一 の段階を経たことがわかる。①の時、既
に毛利家の蔵書であったのかはわからない。③の時期は②の前であったか
もしれないが、②の目録の筆跡と、補修時に貼付されたと思われる題箋の









5.類 書 との比 較
何を類書とす るかには、分析の視点にも左右されるが、『古典文学大辞
典』2)で 『源氏物あらそひ』の類書として取 り上げられている 『源氏人々
の心 くらべ』を本節で比較してみたい。




形式に加 え、取 り上げ られ た 『源 氏物語』中の人物や事跡 に共通点が見出
せ る。系統 として、阿波国文庫蔵本9)と 鈴木家蔵本10)の2つ がある。
阿波国文庫蔵本では、『源氏 こ ㌧ろくらべ』の中に、『源氏四十八ものた
とへの事』『源氏人々の心 くらべ』『源氏六条院御方々、忍びで通はせ給ふ
人々』の三部作で所収 され ている。単行 としては 『群書類従 ・物語』に収
め られているので、早 くか ら世 に知 られ、解題 もある11)。
鈴木家蔵本 『源氏人々心 くらべ』は、中院通村筆の写本 で、伊豆の鈴木
家に伝わるもの。阿波国文庫蔵本 とは採用事跡、項 目数、形式が異 なる異
本である。『源氏物あ らそひ』は特にこの鈴木家蔵本 との共通部分が多い。
両系読本とも成立年代、著者は未詳であるが、『無名 草子』以後に後宮
女房な どによって作 られた ものであろ うとされ ている。
『源氏物 あらそひ』 と異なる特徴 と して、両系統本 とも、『源氏四十八
ものた とへの事』を付 していることがあげ られる。『源氏物語』に関 して、
「男 」「女」「みめかたち」「めでたきこと」など項 目をたて、該当す る人物
や事柄を一つずつあげた もので、たとえば、 「むねつぶ る 》事、か しは木
のふみを源氏見たまふ を見つ けた りけんノ」侍 従の こ 》ろの うち」 「ほいな
き事、む らさきの上の子 も うけ給はぬ事」といった形である。 この書も著
者 、成 立年代は未詳 である。
5.2.『 源氏物あ らそひ』 と鈴木家蔵 『源氏人々心 くらべ』の比較
『源氏人々の心くらべ』 には2つ の系統本があるが、より共通点の多い
鈴木家蔵 『源 氏人々心 くらべ』 と 『源氏物 あらそひ』比較す ると、次の と.
お りとなる。






























順番 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
源氏物あらそひ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
鈴木家蔵本 1 2 3 4 5 × 6 7 8 9
11 12 13 14 15 16 17 18
11 12 13 14 15 16 17







⑤ 鈴木家蔵本と比較すると、18条 のうちll条 が 『源氏物あらそひ』と
一致する。若干の語句の相違はあるが、問いの文章も判定の和歌も
同じ記述である。共通する11条 は、出現順番も 『源氏物あらそひ』






































7.翻 刻、複 製 に つ いて
現在 『源氏物あらそひ』は以下のように翻刻、複製が行われ、研究に供
されている。
[翻刻]「 中世文学 」5昭 和35(1960)年6月p12-13市古貞次
(翻刻)こ の翻刻には以下の文章が添 えられる。 「原本は明治大学付属図書
館蔵、毛利家旧蔵の巻子本1巻 である。_(中 略)_終 に本書 の披閲 ・翻
印について種々の便宜を興 えられた同館 司書長、奥村藤嗣氏に厚 く御礼申
上げます」
[複製]『復元版源氏物あらそひ』史伝研究所監修 昭和53(1978)年















付記:山 口県文書館 「毛利家文庫」は長州藩の藩政文書を所蔵 し、解説
目録が5分 冊まで発行されている(『毛利家文庫 目録』15))。本学でもその
転写本を多数所蔵 してお り、長く図書館で未整理のまま保存 してきたが、』
1998年 度に刑事博物館に移管することになっている。
参考文献
(1)『 復元版源氏物あらそひ』史伝研究所監修 修光社1978.5付:別 冊12p(山
岸徳平 ・解説 市古貞次 ・翻刻)
(2)『 日本古典 文学大辞典』岩波書店1983.10-1985.2第2巻p.406今村祐一
郎執筆 「源氏物あ らそひ」
(3)翻 刻 市古貞次 「中世文学」5昭 和35(1960)年6月p12-13





(8)『 図書館勉強会資料No.4明 治大学図書館分析 資料その1』(図 書館勉強会
ニュ スー ・レタ 別ー 冊)明 治大学図書館勉 強会1973.3
(9)翻 刻 『群書類従17』 ・『新校群書類従14』 ・『無名草子』(岩 波文庫 冨倉徳次
郎1943)・ 『無名草子詳解』(冨 倉徳次郎1954有 精堂)・ 『増補国語国文学研
究史大成3』(三 省堂1977)・ 『増補新政源氏物語研究史』(重 松信弘 風間書
房1980.10)
(10)翻 刻 「成瞑国文」7(森 川昭執筆 成映大学文学部 日本文学科研 究室1974.9)
(11)解 題 『増補新政源氏物語研究史』重松信弘著 風間書房1980.10『 群書解題
12』 続群書類従完成会1961.2、
(12)明 応二年奥書無外題源氏抄所収 「源氏 ものた とへ(仮 題)」 解説 ・翻刻」稲
賀敬二執筆 「国文学孜 」33広 島大学国語国文学会1964.3p.35-39
(13)『 源氏物語の研究`:成 立と伝流』稲賀敬二著 笠間書院1967.Ep.280-281
(14)『 源氏物語受容史論考続編』 寺本直彦著 風間書房1984.1
(15)『 毛利家文庫 目録1-5』(山 口県文書館史料 目録1。5)山 口県文書館1963-1978
そ の 他 参 考 文 献
[目 録]
● 『国書総 目録』 岩波書店1963.11-1976.12
● 『国書総 目録』補訂版 岩波書店1989.9-1991.1
● 『古典籍総合 目録一国書総 目録続編1990.2
● 『国文学複製翻刻書 目総覧』 日本古典文学会、貴重本刊行会1982.12
● 『続国文学複製翻刻書 目総覧』 貴重本刊行会1989.7
● 『古典文学全集 ・翻刻書 ・研究書総 目録』 局外アソシエ ツー1996.7
● 『日本書籍総 目録1979書 名編』 日本 書籍出版協会1979.6
[書 誌 学]
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● 『書誌学序説』 山岸徳平著 岩波書店1977.12
● 『慶応義塾大学附属研究所斯道文庫貴重書蒐選図録解題』 慶応義塾大学附
属研究所斯道文庫1997.2
● 『中京大学図書館蔵国書善本解題』 中京大学図書館編 新興社1995.4
● 『日本古典書誌学総説』 藤井隆著 和泉書院1991.4
● 『日本の古典籍:そ の面白さその尊さ』 反町茂雄著 八木書店1984.4
[源 氏物 語]
● 『源氏物語1-6』(新 編 日本古典文学全集20-25)紫 式部著 阿部秋生[ほ か】
校注 ・訳 小学館1994.3-1998.4
● 「古注釈書の翻刻 ・影印一覧」「国文学 解釈 と鑑賞 」48(10)特 集 二源 氏
物語一研究史 と享受史)至 文堂1983。7
・ 「梗概書の概観」稲賀敬二執筆 「国文学 解釈 と教材の研究」14(1)学 燈
社1969.1
● 『源氏物語必携』 秋山度編 学歴社1978
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